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１．豊田西バイパス、豊田北バイパス、豊田南バイパスの事業概要
（１）事業目的

豊 田 西 バ イ パ ス 、 豊 田 北 バ イ パ ス 、 豊 田 南 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

－ １ －

一般国道１５３号豊田北バイパス、一般国道１５５号豊田南バイパスは豊田市中心部の周辺約４ｋｍ圏を環状に結ぶ、豊田外

環状道路の一部を構成する道路です。一般国道１５３号豊田西バイパスは、豊田市街地と名古屋市とを結び、豊田外環状道路

の放射道路として機能する道路です。

豊田市は自動車産業の集積地となっており、豊田市中心部や周辺路線では、主要渋滞箇所（豊田エリア）や死傷事故率の高

い箇所（外環状内２９箇所）が存在し、物流の効率化、第三次医療施設へのアクセスなど、多くの課題があり、本事業は、課題

解決のために豊田西バイパス、豊田北バイパス、豊田南バイパスを一体的に整備することで、豊田市街地の渋滞損失時間が

約３割減少するなどの効果を見込んでいます。

そと かんじょう どうろ とよ た にし

とよ た きた とよ た みなみ とよた

図１．全体位置図 図２．豊田市周辺の幹線道路
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１．豊田西バイパス、豊田北バイパス、豊田南バイパスの事業概要

豊 田 西 バ イ パ ス 、 豊 田 北 バ イ パ ス 、 豊 田 南 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

－ ２ －

豊田市
中心部



（２）計画概要

－ ３ －

標 準 断 面 図

事業名
一般国道１５３号

豊田西バイパス

一般国道１５３号

豊田北バイパス

一般国道１５５号

豊田南バイパス

道路規格 第４種第１級 第３種第１級 第３種第１級

設計速度 ６０ｋｍ/ｈ ８０ｋｍ/ｈ ８０ｋｍ/ｈ

車線数 ６車線 ４車線 ４車線

都市計画決定
昭和４１年度
昭和４５年度
昭和４７年度

昭和６０年度
（計画変更：平成２年度）

昭和３９年度
昭和４７年度

事業化 昭和４２年度

平成１８年度
（国道４１９号～(都)平戸橋水源線）

平成２０年度
（国道１５５号～国道４１９号）

昭和４８年度

用地着手年度 昭和４６年度 平成２１年度 昭和５０年度

工事着手年度 昭和４８年度 平成２５年度 昭和５８年度

供用済延長

（Ｈ24年度末）

１３．３ｋｍ/１３．３ｋｍ
（暫定供用区間含む）

供用区間なし
（０ｋｍ／５．７ｋｍ）

８．１ｋｍ/１２．９ｋｍ
（暫定供用区間含む）

前回の再評価
平成２３年度

（指摘事項なし：継続）
平成２２年度

（指摘事項なし：継続）
平成２３年度

（指摘事項なし：継続）

全体事業費
３１６億円
（増減なし）

３４２億円
（増減なし）

７９１億円
（増減なし）

豊田西バイパス

平面部

(単位：ｍ)
とよ た にし とよ た きた とよ た みなみ

部分立体部

豊田南バイパス

高架部

豊田北バイパス

平面部 高架部

掘割部

整備後整備前



２．評価の視点：豊田西バイパス、豊田北バイパス、豊田南バイパス
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

１）現状の課題
■豊田市中心部を通過する国道１５３号や国道１５５号は、朝夕の通勤時などに交通が集中し、交通混雑が著しい状況です。

■平成２５年１月には、豊田市中心部が地域の渋滞箇所（豊田エリア）として選定され、また周辺路線では主要渋滞箇所として、多数の
区間・箇所が選定されています。

２）整備効果
■豊田北バイパス、豊田南バイパスの整備により、豊田市街地を迂回する環状道路を形成し、豊田市街地の交通混雑緩和に寄与します。
■豊田南バイパス交差部の豊田西バイパス立体化により、結節点の交通円滑化、環状道路への分散・迂回を図ります。

①交通渋滞の緩和

－ ４ －

２）整備効果１）現状の課題

＜環状機能の発現による円滑なサービスの提供＞＜豊田市周辺の交通混雑状況＞

渋滞損失時間の算定方法 現況 ：渋滞損失時間データ（H21国土交通省資料）
整備後：交通量推計の整備あり・なしにおける渋滞損失時間の変化率を現況値に乗じて算出

区 間：豊田西BP：国道153号（天白高校東～東進町二丁目）
豊田市街地：国道153号（東進町二丁目～平戸橋西）、国道155号（土橋町二丁目～拳母小学校前）

渋滞損失時間
437万人時間/年豊田西BP

豊田南BP

豊田北BP

豊田市街地に目的を持たない
通過交通が市街地を通過し

交通混雑が発生

整備前

整備後

豊田西BP

豊田南BP

豊田北BP

渋滞損失時間
317万人時間/年
（約３割減少）

通過交通が市街地を迂回し
交通転換が図られ
交通混雑が緩和

至瀬戸市

至知立市

至名古屋市

至豊田市

国道１５５号現道の混雑状況
（西町５丁目交差点北側）

国道１５３号の混雑状況
（西新町7丁目交差点西側）

※出典：「地域の主要渋滞箇所」（愛知県道路交通渋滞対策推進協議会）

図３．豊田市周辺の主要渋滞箇所

※２「主要渋滞箇所」の箇所数：選定された主要渋滞箇所のうち、交差点等、区間が重なる場合は各々に計上

豊田市街地
１０区間・４９箇所

豊田南バイパス並行現道
１区間・２箇所

豊田西バイパス
２区間・６箇所

豊田IC

豊田JCT

豊田
勘八IC

植田IC

豊明IC

主要渋滞箇所（箇所）

主要渋滞箇所（区間）

主要渋滞箇所（エリア）

主要渋滞箇所（踏切）



２．評価の視点：豊田北バイパス、豊田南バイパス
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
②交通事故の削減

１）現状の課題
■豊田市中心市街地および周辺の国道や並行路線では、昭和４５年の交通戦争と呼ばれた時代の危険度（事故率３００件/億台ｋｍ以上）に匹敵する
箇所が多数存在しており、中でも豊田外環状内では２９箇所が存在し、年間約３８０件もの死傷事故が発生しています。

■豊田市で発生している死傷事故の約４割（約１，５２０件/４年）が、豊田市中心市街地で発生しています。

２）整備効果
■豊田北バイパス、豊田南バイパスの整備により、豊田市街地を迂回する環状道路が形成され、市街地内の交通量減少による事故減少が期待でき

ます。
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１）現状の課題

＜豊田市街地周辺の事故発生状況＞

図６．豊田市街地周辺における事故発生状況
※事故危険箇所：H22センサス区間内で、死傷事故率が300[件/億台km]を越える区間・箇所
出典：交通事故統合データベース（H20～H23）

＜豊田市の死傷事故発生状況＞

出典：国土交通省資料

交通戦争と呼ばれた
時代の危険度

300件/億台キロ超過

＜全国の事故発生状況の推移＞

図４．死傷事故率の推移（全国・全道路）

図５．豊田市の死傷事故発生状況 － ５ －

３７％

※事故件数：
豊田外環状内：1,517[件/4年]
豊田市 ：4,066[件/4年]

死傷事故の
約４割が

環状内で発生

２）整備効果

事故件数の算定方法
区 間：豊田市環状内における県道以上の路線
整備前：交通事故統合データベース（H20～H23）
整備後：交通量推計の整備あり・なしにおける事故件数の変化率を現況値に乗じて算出

＜周辺地域の安全性向上＞

＜事故件数の変化（豊田外環状内）＞

環状道路内の交通量が
減少することにより
交通事故が減少

豊田西BP

豊田南BP

豊田北BP

図８．環状道路形成による交通事故減少のイメージ

図７．交通事故件数の変化
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＜豊田市を中心とした自動車関連物流ネットワーク＞

２．評価の視点：豊田北バイパス、豊田南バイパス
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
③物流効率化の支援

１）現状の課題
■豊田市の製造品出荷額等は全国１位であり、とりわけ自動車産業の一大集積地となっており、愛知県の産業を支えています。
■豊田市には、自動車組立工場が多数立地しており、周辺の部品工場からの輸送、港への完成車及び海外生産用自動車部品の輸送が多く、
物流の効率化が必要になっています。

２）整備効果
■豊田南バイパスの整備により、自動車関連工場の立地している衣浦港から豊田市間の所要時間が約１６分短縮し、物流の効率化に寄与します。
■豊田北バイパスの整備により、豊田勘八ＩＣへの所要時間が約１５分短縮し、高速ＩＣへのアクセス性向上が期待されます。

１）現状の課題

＜製造品出荷額等上位１０市町村＞

２）整備効果

＜物流ネットワークの強化＞

図１１．豊田南バイパス整備による所要時間の変化※1

製造品出荷額等第１位
自動車関連が９割を占める

図９．製造品出荷額等上位１０市町村

出典：工業統計調査（H22）

＜豊田北バイパスの整備状況＞

豊田南
バイパス

整備後 70分

整備前 86分

衣浦港～豊田市間が約１６分短縮

図１２．豊田北バイパス整備による所要時間の変化※2

豊田市
自動車工場

東
海
環
状
自
動
車
道

豊田北バイパス

整備前 22分

整備後 7分

自動車工場～豊田勘八IC間が約１５分短縮

＜高速ＩＣアクセス性の向上＞

豊田勘八IC

花本工業団地

至 豊田市街地（平成25年1月撮影）

豊
田
北
バ
イ
パ
ス

豊田勘八IC至
足助町

図１０．豊田市周辺の物流ネットワーク

－ ６ －
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所要時間の算定方法
区 間 ：※１ 衣浦港（衣浦港湾事務所）～豊田市自動車組立工場（美山交差点）

：※２ 豊田勘八IC～豊田市自動車工場（逢妻4丁目交差点）
整備前：H22センサス混雑時旅行速度にて算出
整備後：豊田南・北バイパスは規制速度を用いて算出



２．評価の視点：豊田北バイパス、豊田南バイパス
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
④救急医療活動の支援

－ ７ －

２）整備効果１）現状の課題

１）現状の課題
■愛知県の第三次救急医療施設に指定されている「豊田厚生病院」は、豊田市だけでなく、周辺のみよし市や東郷町、日進市、名古屋市から
約４．９万人の外来患者が訪れています。

■豊田市には市街地であっても、豊田厚生病院へ１５分以内で到達できていない地域が存在しています。

２）整備効果
■豊田北・南バイパスの整備により、豊田厚生病院へ１５分以内で到達する人口が約５割増加し、地域の高次医療サービスを支援します。

＜１５分到達時間圏域の拡大＞

図１４．医療カバー圏の変化

カバー圏の算定方法
豊田厚生病院からの所要時間を、交通量推計の整備あり・なしにおいて算出

①心臓停止後約3分で50％死亡

②呼吸停止後約10分で50％死亡

③多量出血後約30分で50％死亡

【カーラーの救命曲線】

１５分を超えると
多量出血の患者も

死に至る可能性が増大

※１ 第三次救急医療施設（救命救急センター） ：
第二次救急医療機関の後方病院として脳卒中、心筋梗塞、頭部損傷など重篤救急患者を２４時間体制で受け入れるもの

出典：豊田厚生病院HP、病院年報（H22年度）

＜地区別外来利用状況＞

図１３．豊田厚生病院の地域別患者受け入れ状況

○豊田市浄水町に移転新築（平成20年）
○病床数：６０６床
○各種指定：
・救命救急センター・救急告示病院
・病院群輪番制病院(二次)
・地域中核災害医療センター 等

＜豊田厚生病院の概要＞

◆外来利用・救急車受入状況
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２．評価の視点：豊田西バイパス
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

１）現状の課題
■豊田西バイパスは、豊田都市圏と名古屋都市圏とを直接結ぶ国道であり、１日で約４万台の交通が利用する大動脈です。

■豊田市中心部から豊田西バイパスにかけて、朝夕の通勤時には交通が集中し、交通混雑が著しく、多数の区間・箇所が主要渋滞箇所として選定さ

れています。
■豊田西バイパスは、豊田外環状道路の放射道路としての役割を担っており、豊田外環状道路の事業進展に伴い、交通量の増加による更なる交通
混雑の悪化が懸念されています。

２）整備効果
■豊田外環状道路（豊田南バイパス）との結節点を立体化する事により、環状道路の交通を円滑化し、分散導入機能を強化することで、都市圏交通
の最適化を目指します。

⑤交通渋滞の緩和

－ ８ －

２）整備効果１）現状の課題

＜豊田外環状道路の接続部立体化＞

環状道路への
分散導入機能の強化、
円滑な交通の確保

＜平面接続＞

＜結節点立体化＞

豊田西バイパス

豊田西バイパス

＜豊田西バイパス周辺の交通網＞

図１５ ．豊田西バイパス周辺の路線状況 図１６ ．豊田市街地周辺の主要渋滞箇所

＜豊田市街地の交通混雑状況＞

図１７ ．接続部立体化による交通の円滑化イメージ
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※事故危険箇所：H22センサス区間内で、死傷事故率が300[件/億台km]を越える区間・箇所
出典：交通事故統合データベース（H20～H23）

２．評価の視点：豊田西バイパス
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
⑥交通事故の削減

１）現状の課題
■並行する主要地方道・県道では、昭和４５年の交通戦争と呼ばれた時代の危険度（事故率３００件/億台ｋｍ以上）に匹敵する箇所が２３箇所存在し

ており、年間約２００件もの交通事故が発生しています。
■旧道（（県）豊田東郷線）は交通量が多く、歩道が狭いことから、歩行者や自転車の安全性にも課題があります。

２）整備効果
■豊田西バイパスの６車線整備により、並行する旧道などの交通量減少による事故減少が期待でき、周辺地域の安全性向上に寄与します。

－ ９ －

１）現状の課題

＜並行道路の事故発生状況＞

図２０．豊田西バイパス並行道路における事故発生状況

＜旧道の利用状況＞

図１９．旧道（豊田東郷線）の歩道の状況

幅員の狭い歩道を
高齢者が利用
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出典：国土交通省資料

交通戦争と呼ばれた
時代の危険度

300件/億台キロ超過

＜全国の事故発生状況の推移＞

図１８．死傷事故率の推移（全国・全道路）

（主）名古屋豊田線

豊田IC

東名三好IC

植田IC

並行路線
２３箇所

事故危険箇所（並行路線）

２）整備効果

事故件数の算定方法
路 線 ：（主）名古屋岡崎線、（主）名古屋豊田線、（県）豊田東郷線、（県）和合豊田線
整備前：交通事故統合データベース（H20～H23）
整備後：交通量推計の整備あり・なしにおける事故件数の変化率を現況値に乗じて算出

図２１．交通事故件数の変化
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３．費用対効果分析–一般国道１５３号豊田西バイパス-

－ １０ －

（１）３便益による事業の投資効果

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）について

※１平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。

※２未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出。

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
３，３８０億円 ＋ ２６２億円 ＋ ４７億円

７７６億円 ＋ ９８億円

３，６９０億円

８７４億円
＝

◇Ｂ／Ｃ（残事業）
１，３４４億円 ＋ ３２億円 ＋ ５．１億円

３４億円 ＋ ４０億円
＝

１，３８１億円

７３億円
＝ ＝ １８．８（１５．１）

※１

※１、２

４．２（ ４．５）

（ ）は、前回評価時

【前回評価時からの変更点】

１．H２５年度事業化済道路網に変更（Ｈ２３→Ｈ２５） ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２３→Ｈ２５）

（２）客観的評価指標の該当項目

（走行時間短縮便益） （走行経費減少便益） （交通事故減少便益）

（事業費） （維持管理費）

①円滑なモビリティの確保

・現道等の年間渋滞損失時間の削減が見込まれる。

・現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される。

・現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線（名鉄バス等）が存在する。

②都市の再生

・区画整理（日進赤池箕ノ手土地区画整理事業等）の沿道まちづくりとの連携あり。

③国土・地域ネットワークの構築

・当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間（名古屋市天白区～豊田市）を最短時間で連絡する路線を構成する。

④安全な生活環境の確保

・現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少により、当該区間の安全性の向上が期待できる。

⑤災害への備え

・第一次緊急輸送路として位置づけられる。

・緊急輸送道路である東名高速道路が通行止めになった場合の代替路線を形成する。

⑥地球環境の保全

・ＣＯ２排出量の削減が見込まれる。

⑦生活環境の改善・保全

・ＮＯ２排出量、ＳＰＭ排出量の削減が見込まれる。



３．費用対効果分析–一般国道１５３号豊田北バイパス-

－ １１ －

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
１，１０３億円 ＋ ９０億円 ＋ １７億円

２８０億円 ＋ ３２億円

１，２０９億円

３１２億円
＝

◇Ｂ／Ｃ（残事業）
１，１０３億円 ＋ ９０億円 ＋ １７億円

２０５億円 ＋ ３２億円
＝

１，２０９億円

２３７億円
＝ ＝

３．９（２．５）

５．１（２．７）

※１

※１、２

※１平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。

※２未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出。

（ ）は、前回評価時【前回評価時からの変更点】
１．H２５年度事業化済道路網に変更（Ｈ２２→Ｈ２５） ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２２→Ｈ２５）

３．全線暫定供用に伴う便益を計上 ４．全線暫定供用に伴う維持管理費を計上

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）について

（１）３便益による事業の投資効果

（走行時間短縮便益） （走行経費減少便益） （交通事故減少便益）

（事業費） （維持管理費）

①円滑なモビリティの確保
・現道等の年間渋滞損失時間の削減が見込まれる。
・現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される。
・現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線（名鉄バス等）が存在する。

②都市の再生
・区画整理（豊田市豊田平戸橋土地区画整理事業等）の沿道まちづくりとの連携あり。

③国土・地域ネットワークの構築
・地域高規格道路「衣浦豊田道路」の一部として、全区間が指定されている。

④個性ある地域の形成
・主要な観光地（香嵐渓など）へのアクセス向上が期待される。

⑤安全で安心できるくらしの確保
・三次医療施設（豊田厚生病院）へのアクセス向上が見込まれる。

⑥安全な生活環境の確保
・現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少により、当該区間の安全性の向上が期待できる。
⑦災害への備え
・現道の架替の必要のある老朽橋梁（平戸橋）における通行規制等が解消される。

⑧地球環境の保全
・ＣＯ２排出量の削減が見込まれる。

⑨生活環境の改善・保全
・ＮＯ２排出量、ＳＰＭ排出量の削減が見込まれる。

⑩他のプロジェクトとの関係
・一般国道155号 豊田南バイパスと一体的に整備する必要あり。
・豊田市都市計画マスタープランにおける道路整備の方針にて、2環状8放射3名古屋連絡道路を担う路線として位置づけられる。

（２）客観的評価指標の該当項目



３．費用対効果分析–一般国道１５５号豊田南バイパス-

－ １２ －

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
３，９９２億円 ＋ １６３億円 ＋ １０億円

１，１４８億円 ＋ ７８億円

４，１６５億円

１，２２６億円
＝

◇Ｂ／Ｃ（残事業）
１，２９６億円 ＋ ６４億円 ＋ ４．４億円

１６５億円 ＋ ４１億円
＝

１，３６４億円

２０６億円
＝ ＝

３．４（３．３）

６．６（７．５）

※１

※１、２

※１平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。
※２未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出。

【前回評価時からの変更点】

１．H２５年度事業化済道路網に変更（Ｈ２３→Ｈ２５） ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２３→Ｈ２５）

３．前回評価時からの間に部分供用があり、便益が減少（残事業のみ）

（ ）は、前回評価時

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）について

（１）３便益による事業の投資効果
（走行時間短縮便益） （走行経費減少便益） （交通事故減少便益）

（事業費） （維持管理費）

①円滑なモビリティの確保
・現道等の年間渋滞損失時間の削減が見込まれる。
・現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される。
・現道等に当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線（高岡ふれあいバス等）が存在する。
・第一種空港（中部国際空港）へのアクセス向上が見込まれる。

②物流効率化の支援
・重要港湾（衣浦港）もしくは特定重要港湾（名古屋港）へのアクセス向上が見込まれる。

③都市の再生
・区画整理（豊田浄水特定土地区画整理事業等）の沿道まちづくりとの連携あり。

④国土・地域ネットワークの構築
・地域高規格道路（衣浦豊田道路）の一部として全区間が指定されている。

⑤安全で安心できるくらしの確保
・三次医療施設（豊田厚生病院）へのアクセス向上が見込まれる。

⑥安全な生活環境の確保
・現道に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少より、当該区間の安全性の向上が期待できる。
⑦災害への備え
・第一次緊急輸送路として位置づけられる。
・緊急輸送道路（国道155号（現道））が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する。

⑧地球環境の保全
・ＣＯ２排出量の削減が見込まれる。

⑨生活環境の改善・保全
・ＮＯ２排出量、ＳＰＭ排出量の削減が見込まれる。

⑩他のプロジェクトとの関係
・一般国道153号 豊田北バイパスと一体的に整備する必要あり。
・豊田市都市計画マスタープランにおける道路整備の方針にて、2環状8放射3名古屋連絡道路を担う路線として位置づけられる。

（２）客観的評価指標の該当項目



４．事業の進捗及び見込みの視点

－ １３ －

１）事業の進捗状況

■豊田西バイパス ： 事業進捗率は約８１％、用地取得率は約１００％に至っています。（平成２４年度末）

平成１８年度までに全線（Ｌ＝１３．３ｋｍ）が暫定４車線供用しています。

豊田市西新町～東新町間（Ｌ＝１．０ｋｍ）の４車線立体化を推進しています。

■豊田北バイパス ： 事業進捗率は約１５％、用地取得率は約４９％に至っています。（平成２４年度末）

設計協議、用地買収を推進し、工事に着手します。

■豊田南バイパス ： 事業進捗率は約６７％、用地取得率は約８４％に至っています。（平成２４年度末）

豊田市駒場町～美山町（Ｌ＝８．１ｋｍ）を暫定供用し、うち豊田市花園町～堤町間（Ｌ＝４．６ｋｍ）を

４車線で供用しています。

豊田市美山町～東新町間（Ｌ＝１．１ｋｍ）は、平成２５年度の暫定２車線供用を予定しています。

豊田市東新町～逢妻町間（Ｌ＝３．７ｋｍ）は、用地買収を推進し、工事に着手します。

（参考） 前回評価時：

事業進捗率 豊田西バイパス：約 ７５％ 、 豊田北バイパス：約 ４％ 、 豊田南バイパス：約 ５９％

用地取得率 豊田西バイパス：約１００％ 、 豊田北バイパス：約 ２％ 、 豊田南バイパス：約 ８１％

２）事業の進捗の見込み状況

■豊田西バイパス ： 平成２５年度に、豊田市西新町～東新町間（Ｌ＝１．０ｋｍ）の４車線立体供用を予定しています。

■豊田北バイパス ： 豊田市逢妻町～扶桑町間（Ｌ＝５．７ｋｍ）は、概ね１０年程度の供用を目指します。

■豊田南バイパス ： 平成２５年度に、豊田市美山町～東新町間（Ｌ＝１．１ｋｍ）の暫定２車線供用を予定しています。

豊田市東新町～逢妻町間（Ｌ＝３．７ｋｍ）は、概ね１０年程度の供用を目指します。



－ １４ －

５．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

■豊田西バイパス、豊田北バイパス、豊田南バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した

路線計画となっており、交通渋滞の緩和、交通事故の削減、物流効率化の支援、救急医療活動の支援など、

期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難です。

■残土の一部を他事業へ流用し、残土処分費を削減することで、コスト縮減を図ります。

■今後も、技術の進展に伴う新工法の採用等によるコスト削減に努めながら事業を推進していきます。

当初計画

■残土の一部を他事業へ流用

変更計画

図２２．豊田北バイパス・豊田南バイパス沿線における土捨場整備

有料処分場

残土全てを有料処分場へ運搬

残土の一部を他事業へ流用
環境負荷の軽減にも寄与



６．県・政令市への意見聴取結果

■愛知県の意見
１．「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。
２．豊田西バイパスは、豊田市中心部へ集中する交通を分散・迂回させる役割を果たす重要な道路である。

そのため、豊田西新町～東新町区間の４車立体は、平成２５年度内の一日も早い供用をお願いしたい。
また、引き続き全線６車線化についても、早期に供用時期を明確にするとともに、一日も早い整備をお願いしたい。

３．なお、事業実施にあたりましては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。

■名古屋市の意見
一般国道１５３号豊田西バイパスは、名古屋都市圏と豊田都市圏を結ぶ重要な道路です。
名古屋市と豊田市間のアクセス性の向上と地域連携の強化に向けて、事業の継続をお願いします。

＜一般国道１５３号 豊田西バイパス＞

＜一般国道１５３号 豊田北バイパス＞

＜一般国道１５５号 豊田南バイパス＞

－ １５ －

■愛知県の意見
１．「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。
２．豊田北バイパスは、豊田市中心部へ集中する交通を分散・迂回させる役割を果たす重要な道路である。

そのため、早期に供用時期を明確にするとともに、一日も早い全線開通をお願いしたい。
３．なお、事業実施にあたりましては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。

■愛知県の意見
１．「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。
２．豊田南バイパスは、豊田市中心部へ集中する交通を分散・迂回させる役割を果たす重要な道路である。

そのため、豊田市美山町～東新町区間は、平成２５年度内の一日も早い供用をお願いしたい。
また、引き続き豊田市東新町～逢妻町区間についても、早期に供用時期を明確にするとともに、一日も早い全線開通をお願いしたい。

３．なお、事業実施にあたりましては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。

７．対応方針（原案）

■一般国道１５３号豊田西バイパス、一般国道１５３号豊田北バイパス、一般国道１５５号豊田南バイパスの事業を継続する。


